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フタロシアニンは優れた電気・光学・磁気特性を有することから、古くから多くの研究が進め

られてきた。特に有機 EL や有機薄膜太陽電池の p 型材料としての応用が期待されている。分子

設計でフタロシアニンを可溶化することは容易であるが、その反面可溶化したフタロシアニンの

半導体特性は大きく低下してしまうという問題を抱えている。そこで、本研究では塗布プロセス

が適用可能かつ優れた半導体特性を有するフタロシアニンを実現するために、再沈法を用いた水

分散フタロシアニンコロイドを検討した結果を報告する。 

水分散コロイドの作製には一般的な再沈法を用いた。初めに、Tetrahydrofurane（5 ml）に溶解

した各種可溶性フタロシアニン（0.1 mg）を撹拌している純水中（60 ml）に注入した。一定時間

の撹拌およびフィルター濾過後、エバポレーターで Tetrahydrofuraneを減圧留去することで水分散

フタロシアニンコロイドを作製した。ここで、フタロシアニンは中心金属が Ni、Zn、Cu、メタル

フリーのものを用いた。また、評価には動的散乱粒度分布計と走査型電子顕微鏡を用いた。 

図 1に用いた Niフタロシアニンの分子構造を、図 2にこれより作製したフタロシアニン水分散

コロイドの粒度分布測定結果をそれぞれ示す。図 2より粒子径が 30 nm程度となっていることが

分かり、このことから水には溶けないフタロシアニンを用いても、水中に分散した 30 nm程度の

コロイド形成が可能であることが分かった。また、走査型電子顕微鏡像から同程度の円形の粒子

が観測された。さらに、中心金属を変化させたその他のフタロシアニンにおいても粒度分布に多

少の相違はあるものの、いずれも粒子径 100 nm以下の水分散コロイドを作製することに成功した。 

本研究の一部は NEDO 新エネルギーベンチャー技術革新事業の支援を受けて実施した。 

 

図 1 可溶性 Niフタロ 

シアニンの分子構造 

図 2 Niフタロシアニン水分散コロイドの粒度分布 
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